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【
石
井
ゼ
ミ
】

　

本
年
度
の
石
井
研
士
教
授
の「
宗
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
」で
は
、現

代
に
お
け
る
宗
教
表
象
の
展
開
を
テ
ー
マ
に
授
業
が
行
わ
れ
た
。

　

前
期
は
国
内
外
の
若
者
の
間
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
や
、
映
画
作
品
な
ど
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
に
関

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

宗
教
表
象
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
各
作
品
に
対
す
る
比
較
、
考

察
そ
し
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
現
代
に
お
い
て
、
宗
教
は
伝
統

的
な
文
化
の
み
な
ら
ず
多
種
多
様
な
か
た
ち
で
存
在
し
て
い

る
。
特
に
、
個
人
が
各
々
の
自
由
意
思
に
よ
っ
て
コ
ン
テ
ン
ツ

に
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
高
度
情
報
社
会
で
は
、
各
種
メ
デ
ィ
ア

か
ら
宗
教
に
接
す
る
と
い
う
機
会
が
増
加
し
て
い
る
。
各
種
コ

ン
テ
ン
ツ
の
中
に
、
現
代
社
会
の
死
生
観
や
転
生
観
、
そ
の
他

宗
教
的
観
念
が
見
受
け
ら
れ
る
か
を
考
察
し
た
。

　

分
析
対
象
に
つ
い
て
は
、
受
講
生
の
問
題
意
識
や
関
心
に
基

づ
き
選
出
を
行
っ
た
。
ツ
ヴ
ェ
タ
ン
・
ト
ド
ロ
フ
『
幻
想
文
学

論
序
説
』
と
現
代
の
宗
教
表
象
の
親
和
性
、
ア
ニ
メ
「
機
動
戦

士
ガ
ン
ダ
ム　

鉄
血
の
オ
ル
フ
ェ
ン
ズ
」
に
お
け
る
宗
教
的
知

識
お
よ
び
宗
教
観
の
運
用
、
西
垣
通
『
聖
な
る
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
』
が
論
じ
る
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
世
界
の
聖
と
俗
、
ア

ニ
メ
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
ユ
ニ
コ
ー
ン
」
に
お
け
る
カ
ミ
観

念
の
表
象
、映
画
「PK

」で
問
わ
れ
る「
宗
教
」の
功
罪
な
ど
、

多
種
多
様
な
作
品
に
至
っ
た
。

　

後
期
は
、
前
期
に
引
き
続
き
現
代
の
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お

け
る
宗
教
表
象
を
主
題
と
し
な
が
ら
も
、
更
な
る
発
展
し
た
討

議
が
交
わ
さ
れ
た
。
映
画「
君
の
名
は
。」
に
お
け
る
巫
女
・
神

社
の
表
象
か
ら
見
る
神
・
聖
性
の
考
察
、
映
画
「
あ
の
日
見
た

花
の
名
前
を
僕
達
は
ま
だ
知
ら
な
い
。」
の
作
中
世
界
に
お
け

る
死
者
と
生
者
の
救
済
、
ア
ニ
メ
「
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ

カ
」
に
お
け
る
人
身
供
儀
、
お
よ
び
ケ
ガ
レ
表
象
、
漫
画
・
ア

ニ
メ
「
ひ
ぐ
ら
し
の
な
く
頃
に
」
シ
リ
ー
ズ
に
見
る
ル
ー
プ
に

基
礎
づ
く
世
界
観
や
や
作
中
世
界
の
構
造
分
析
を
通
し
て
、
議

ゼ
ミ
活
動
報
告
（
平
成
二
十
九
年
四
月
～
平
成
三
十
年
三
月
）



132

論
が
行
わ
れ
た
。

　

石
井
教
授
か
ら
は
論
文
「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
宗
教
―
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
に
お
け
る『
生
ま
れ
か
わ
り
』―
」に
関
す
る
発

表
も
行
わ
れ
、受
講
生
と
と
も
に
手
塚
治
虫『
火
の
鳥
』や
、車
田

正
美『
聖
闘
士
聖
矢
』そ
し
て
映
画「
君
の
名
は
。」な
ど
の
、ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
黎
明
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
作
品
に
見
受

け
ら
れ
る「
生
ま
れ
か
わ
り
」表
象
の
比
較
と
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
大
道
晴
香
氏
に
よ
る
「〈
悪
の
科
学
〉

と
は
何
か
―
一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
の「
ス
ー
パ
ー
戦
隊
シ
リ
ー

ズ
」
に
見
る
〈
善
／
悪
〉
の
様
相
」
の
発
表
も
行
わ
れ
た
。「
オ

カ
ル
ト
番
組
を
巡
る
メ
デ
ィ
ア
言
説
―
〈
オ
カ
ル
ト
〉
の
成
立

お
よ
び
〈
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
〉
へ
至
る
変
遷
―
」「
現
代
日
本
の

宗
教
性
に
つ
い
て
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
宗
教
」
な
ど
、
ゼ
ミ
生

の
修
士
・
博
士
論
文
へ
向
け
た
発
表
も
随
時
行
わ
れ
、
受
講
生

か
ら
書
籍
や
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
批
評
、
文
献
調
査
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
論
文
執
筆
に
向
け
て
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

本
演
習
を
通
し
て
、
多
様
な
現
代
の
宗
教
現
象
の
様
々
な
あ
り

方
へ
の
見
識
を
深
め
、
多
角
的
な
思
考
力
を
養
う
こ
と
が
で
き

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
１
・
今
井
）

【
井
上
ゼ
ミ
】

　

平
成
二
十
九
年
度
の
井
上
順
孝
教
授
の「
宗
教
社
会
学
演
習
」

及
び
「
宗
教
社
会
学
特
殊
演
習
」
は
、
各
ゼ
ミ
生
の
研
究
分
野

に
関
連
す
る
文
献
の
発
表
及
び
討
論
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

　

前
期
は
、
宗
教
社
会
学
の
研
究
書
籍
を
各
ゼ
ミ
生
が
読
解
・

発
表
し
、
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
し
た
。
取
り
上
げ
た
文
献
は
、

「
脳
は
い
か
に
意
識
を
つ
く
る
の
か
～
脳
の
異
常
か
ら
心
の
謎

に
迫
る（
ゲ
オ
ル
ク
・
ノ
ル
ト
フ
）」「
宗
教
と
学
校（
橘
木
俊
詔
）」

「
ヒ
ト
は
な
ぜ
神
を
信
じ
る
の
か
（
ジ
ェ
シ
ー
・
ベ
リ
ン
グ
）」

「
宗
教
と
公
共
空
間
～
見
直
さ
れ
る
宗
教
の
役
割
（
島
薗
進
、

磯
前
順
一
）」「
ポ
ス
ト
多
文
化
主
義
教
育
が
描
く
宗
教
～
イ
ギ

リ
ス〈
共
同
体
の
結
束
〉政
策
の
功
罪（
藤
原
聖
子
）」「『
イ
タ
コ
』

の
誕
生
～
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
文
化（
大
道
晴
香
）」「
徹
底
検

証 

日
本
の
右
傾
化（
塚
田
穂
高
）」「
慈
悲
深
き
神
の
食
卓（
八
木

久
美
子
）」（
カ
ッ
コ
内
は
著
者
）
等
で
あ
る
。

　

後
期
は
、
日
本
と
異
な
る
新
し
い
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
目
的
と
し
て
、
英
語
論
文
の
読
解
・
発
表
を
し
た
。
取
り
上

げ
た
テ
ー
マ
は
「
韓
国
に
お
け
る
ハ
ラ
ー
ル
に
関
す
る
現
地
ム

ス
リ
マ
の
意
識
調
査
結
果
」「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
宗
教
教
育
」
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「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
・
宗
教
・
文
化
と
平
和
」「
現
代
日
本

の
漫
画
、
ア
ニ
メ
、
宗
教
」「
古
代
近
東
を
渡
る
竜
の
追
跡
」「
神

道
（
ハ
ー
デ
ィ
カ
氏
（
後
述
）
著
作
）」
等
で
あ
る
。
ま
た
、
國

學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
十
周
年
記
念
公
開
学
術
講
演
会

へ
参
加
し
、「
英
語
圏
に
お
け
る
神
道
研
究
の
い
ま
（
講
師
／

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ヘ
レ
ン
・
ハ
ー
デ
ィ
カ
氏
）」「
縄
文
の
哲
学

思
想（
講
師
／
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
小
林
達
雄
氏
）」
を
聴
講

し
た
。
特
に
、
ハ
ー
デ
ィ
カ
氏
の
講
演
は
英
日
同
時
通
訳
で
な

さ
れ
、
神
道
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
文
化
が
、
海
外
の
研
究
者

の
視
点
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
生
の
声
で
聴

く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
井
上
教
授
よ
り
参
加
し
た
学
会
や
調
査
の
報
告

を
随
時
伺
っ
た
。
ま
た
、
金
曜
四
限
の
ゼ
ミ
終
了
後
に
有
志
で

サ
ブ
ゼ
ミ
を
開
講
し
、
本
ゼ
ミ
で
の
議
論
の
整
理
、
宗
教
学
全

般
の
基
礎
知
識
の
習
得
、
参
加
者
各
自
の
研
究
の
進
捗
状
況
の

報
告
及
び
意
見
交
換
な
ど
を
し
た
。　
　
　
　
（
Ｍ
１
・
川
口
）

【
遠
藤
ゼ
ミ
】

　

平
成
二
十
九
年
度
の
遠
藤
潤
准
教
授
の
「
宗
教
学
研
究
Ⅰ
・

宗
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
」
で
は
、
社
会
史
・
思
想
史
的
視
点
か
ら

の
宗
教
・
信
仰
の
理
解
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
演
習
授
業
が
行
わ

れ
た
。
今
年
は
昨
年
よ
り
参
加
学
生
の
人
数
が
増
え
、
博
士
課

程
後
期
の
学
生
四
名
、
博
士
課
程
前
期
の
学
生
十
名
、
聴
講
生

一
名
と
学
生
層
の
幅
が
広
く
、
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
自
由
討

論
で
は
活
発
で
自
由
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

前
期
の
は
じ
め
に
、
玉
野
和
志
編
『
ブ
リ
ッ
ジ
ブ
ッ
ク
社
会

学
』
と
盛
山
和
夫
『
社
会
学
の
方
法
的
立
場
・
客
観
性
と
は
何

か
』
の
内
容
を
題
材
と
し
て
、
社
会
を
理
解
す
る
方
法
と
し
て

宗
教
と
の
関
連
性
を
考
察
し
な
が
ら
客
観
的
な
視
点
を
も
っ
て

宗
教
学
と
は
何
か
と
い
う
点
に
関
す
る
自
由
討
論
を
行
っ
た
。

　

次
に
各
学
生
は
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
対
象

文
献
を
選
び
、
理
解
し
た
点
や
問
題
意
識
を
持
っ
た
点
を
ま
と

め
、
発
表
を
行
い
、
討
論
へ
移
っ
た
。
内
容
は
、『
新
体
系
日

本
史
十
五　

宗
教
社
会
史
』
の
「
第
一
章 

日
本
宗
教
形
成
と

社
会
」・「
第
二
章 

中
世
宗
教
の
成
立
と
社
会
」、『
高
取
正
男

著
作
集
二 
民
俗
の
日
本
史
』
の
「
神
仏
習
合
―
比
叡
山
と
園

城
寺
」・『
高
取
正
男
著
作
集
一  

宗
教
民
俗
学
』
の
「
幻
想
と

し
て
の
宗
教
」、
黒
田
俊
雄
『
王
法
と
仏
法
―
中
世
史
の
構
図
』
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の
「
日
本
宗
教
史
上
の
「
神
道
」」、
平
雅
行
『
岩
波
講
座　

日

本
通
史
第
八
巻
』
の
「
鎌
倉
仏
教
論
」、
上
島
享『
日
本
史
講
座

第
三
巻 
中
世
の
形
成
』
の
「
中
世
国
家
と
寺
社
」、
高
埜
利
彦

『
講
座
日
本
歴
史
五　

近
世
一
』の「
江
戸
幕
府
と
寺
社
」・「
江

戸
時
代
の
寺
社
制
度
」、
安
丸
良
夫『
神
々
の
明
治
維
新
―
神
仏

分
離
と
廃
仏
毀
釈
―
』
の
「
神
道
国
教
主
義
の
展
開
」・『
日
本

の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
の
「
第
一
章 

日
本
の
近
代
化
と
民

衆
思
想
」・『
安
丸
良
夫
集
三　

宗
教
と
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』の「
民

衆
宗
教
と
「
近
代
」
と
い
う
経
験
」・「
現
代
日
本
に
お
け
る
「
宗

教
」
と
「
暴
力
」」、
宮
田
登『
宮
田
登　

日
本
を
語
る
十
巻「
王

権
と
日
和
見
」』
の
「
王
権
支
配
の
民
俗
的
基
盤
」、
小
松
和
彦

『
憑
霊
信
仰
論
』
の
「
山
姥
を
め
ぐ
っ
て
―
新
し
い
妖
怪
論
に

向
け
て
―
」、
そ
の
他
権
田
直
助
に
関
す
る
研
究
と
し
て
「
幕

末
維
新
期
の
国
学
者
と
洋
学
者
―
平
田
篤
胤
・
権
田
直
助
と
安

藤
文
沢
・
太
郎
―
」
と
題
し
た
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

後
期
は
、
遠
藤
准
教
授
の
ご
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
平

田
国
学
研
究
の
内
容
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
発
表
が
一
回

あ
り
、そ
の
後
各
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、

史
実
確
認
や
問
題
意
識
の
所
在
等
、
自
由
討
論
が
な
さ
れ
た
。

（
Ｍ
２
・
松
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岡
田
ゼ
ミ
】

　

平
成
二
十
九
年
度
に
開
講
さ
れ
た
岡
田
莊
司
教
授
の
「
神
道

史
特
殊
研
究
Ⅰ（
演
習
）」（
月
曜
日
四
限
）
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
古
代
の
国
家
祭
祀
と
天
皇
祭
祀
を
基
本
軸
に
し
な
が
ら
祭

祀
体
系
の
展
開
を
考
察
し
た
。
主
に
七
世
紀
後
半
、
古
代
律
令

国
家
の
祭
祀
体
制
が
確
立
し
て
い
く
過
程
と
天
皇
祭
祀
権
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、「
天
皇
と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系
論
」

を
基
礎
に
、
そ
の
具
体
事
例
を
検
討
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
。

　

前
期
で
は
具
体
例
の
検
討
と
し
て
主
に
「
神
祇
令
」
を
テ
キ

ス
ト
と
し
、
班
幣
行
事
や
祈
年
祭
、
相
嘗
祭
を
と
り
あ
げ
た
。

岡
田
教
授
の
講
義
と
院
生
の
個
人
発
表
が
行
わ
れ
、
質
疑
応
答

や
岡
田
教
授
の
ご
指
導
に
よ
り
、
古
代
の
国
家
祭
祀
へ
の
理
解

を
深
め
た
。

　

そ
の
う
え
で
、後
期
は
前
期
の
授
業
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ「
延

喜
式
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
神
今
食
、
新
嘗
祭
、
大
嘗
祭
を
対

象
に
天
皇
祭
祀
を
考
察
し
た
。
授
業
時
の
院
生
の
発
表
で
は
古
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代
の
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
近
世
の
大
嘗
祭
に
つ
い
て
も
発

表
が
あ
り
、
有
意
義
な
討
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

大
嘗
祭
研
究
の
史
料
に
基
づ
き
大
嘗
祭
の
際
に
用
い
ら
れ
る
神

殿
を
教
室
で
再
現
し
、
文
献
的
か
つ
実
証
的
に
大
嘗
祭
へ
の
理

解
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
論
文
指
導
（
月
曜
日
五
限
）
に
お
い
て
は
、
ゼ
ミ
生

の
個
人
研
究
の
発
表
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
の
発
表
の

場
と
し
て
用
い
た
。
各
時
間
ご
と
に
ゼ
ミ
生
の
発
表
、
質
疑
応

答
が
あ
り
、
最
後
に
岡
田
教
授
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

当
ゼ
ミ
で
は
夏
季
休
暇
中
に
個
人
発
表
会
を
行
う
の
が
通
例
と

な
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
後
期
授
業
の
論
文
指
導
の
時
間
を
夏

季
休
暇
中
の
研
究
成
果
発
表
会
と
し
て
行
っ
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
に
行
わ
れ
る
春
日
大
社
の
春
日
若
宮
お
ん
祭

に
は
岡
田
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
先
輩
方
、
有
志
の
ゼ
ミ
生
で

見
学
を
行
い
、
各
々
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
や
個
人
研
究
へ
の
理

解
を
深
め
る
機
会
と
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｄ
１
・
島
崎
）

【
阪
本
ゼ
ミ
】

　

平
成
二
十
九
年
度
の
阪
本
是
丸
教
授
の
「
神
道
史
研
究
Ⅱ
」

お
よ
び
「
神
道
史
特
殊
研
究
Ⅱ
」
は
火
曜
五
限
に
行
わ
れ
た
。

本
講
義
は
、
博
士
課
程
後
期
一
名
、
前
期
三
名
の
阪
本
ゼ
ミ
生

に
、
他
ゼ
ミ
生
、
聴
講
生
を
加
え
て
行
わ
れ
、
受
講
者
が
各
自

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
研
究
発
表
を
実
施
し
、
討
議
を
行
っ
た
。

他
ゼ
ミ
生
や
聴
講
生
に
よ
る
発
表
や
コ
メ
ン
ト
も
活
発
に
行
わ

れ
、
各
発
表
後
に
は
阪
本
教
授
よ
り
懇
切
な
ご
指
導
を
賜
り
、

参
加
者
は
自
身
の
テ
ー
マ
の
み
に
限
る
こ
と
な
く
、
よ
り
幅
広

く
多
角
的
な
視
点
を
も
っ
て
神
道
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
前
期
最
終
講
義
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
筆
記

試
験
を
通
じ
、
各
自
の
課
題
を
再
認
識
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
る
火
曜
六
限
の
「
論
文
指
導
演
習
」
に
お

い
て
は
、
ゼ
ミ
生
が
「
扶
桑
教
初
代
管
長
・
宍
野
半
」、「
岩
倉

具
視
と
国
学
者
」、「
権
田
直
助
の
伝
記
的
研
究
」、「
近
現
代
の

即
位
大
礼
」
等
、
近
世
・
近
代
神
道
史
に
関
わ
る
各
自
の
論
文

テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
い
、
阪
本
教
授
に
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
研
究
を
深
め
た
。
な
お
、
本
演
習
に
お
い
て

は
明
治
神
宮
国
際
神
道
研
究
所
・
戸
浪
裕
之
研
究
員
、
中
野
裕

三
研
究
員
、
研
究
開
発
推
進
機
構
・
神
杉
靖
嗣
客
員
研
究
員
、

小
林
威
朗
共
同
研
究
員
、
東
郷
茂
彦
共
同
研
究
員
、
研
究
開
発
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推
進
セ
ン
タ
ー
・
半
田
竜
介
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
、秋
葉
山
神
社
・

河
村
忠
伸
権
禰
宜
ら
多
く
の
ゼ
ミ
出
身
者
に
も
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
論
文
の
内
容
や
方
向
性
を
は
じ
め
、
各
ゼ
ミ
生
の
研
究

内
容
に
即
し
た
先
行
研
究
の
選
択
や
実
際
の
論
文
執
筆
に
関
す

る
諸
注
意
事
項
等
、
数
多
く
の
貴
重
な
る
ご
意
見
を
頂
戴
し
、

受
講
者
は
自
身
の
課
題
と
向
き
合
わ
せ
ら
れ
つ
つ
研
究
を
深
化

さ
せ
、
切
磋
琢
磨
し
た
。
ま
た
時
宜
に
応
じ
阪
本
教
授
に
よ
る

問
題
提
起
も
数
回
行
わ
れ
、
受
講
者
は
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
と

関
連
づ
け
な
が
ら
議
論
を
行
い
、
理
解
を
深
め
た
。
六
月
に
は

演
習
後
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
斎
藤
吉
久
氏
に
御
代
替
に
つ
い

て
ご
講
話
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
皇
室
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
見
識
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
ゼ
ミ
生
は
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
究

開
発
推
進
機
構
の
定
例
研
究
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

近
世
・
近
代
神
道
史
を
め
ぐ
る
最
先
端
の
研
究
動
向
と
そ
の
水

準
に
直
接
触
れ
な
が
ら
学
び
を
得
、
各
自
の
研
究
へ
多
く
の
示

唆
と
刺
戟
を
い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、
本
ゼ
ミ
に
お
い
て
は
、
ゼ
ミ
の
先
輩
で
あ
る
研
究
開

発
推
進
セ
ン
タ
ー
・
上
西
亘
助
教
に
も
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
１
・
櫻
井
）

【
笹
生
ゼ
ミ
】

　

今
年
度
、
火
曜
日
第
四
限
に
行
わ
れ
た
笹
生
衛
教
授
に
よ
る

演
習
「
神
道
史
研
究
Ⅱ
」
に
お
い
て
は
、
①
神
道
史
・
宗
教
史

上
に
お
け
る
主
要
な
祭
祀
（
一
例
と
し
て
は
三
世
紀
―
五
世
紀

に
お
け
る
「
祖
」
の
祭
祀
）
の
具
体
を
明
ら
か
に
し
②
文
献
お

よ
び
考
古
学
遺
物
等
の
具
体
的
根
拠
か
ら
そ
れ
ら
を
分
析
・
類

推
③
検
討
結
果
を
、
事
象
の
背
景
に
存
在
す
る
環
境
（
環
境
変

動
）、
社
会
構
造
と
神
観
念
、
社
会
の
構
成
員
の
価
値
観
等
か

ら
多
角
的
に
分
析
④
分
析
を
反
映
さ
せ
つ
つ
時
系
列
の
う
ち
に

祭
祀
の
変
遷
を
概
観
、
意
義
や
画
期
を
さ
ぐ
る
等
の
試
み
が
行

わ
れ
た
。

　

加
え
て
、
笹
生
教
授
に
よ
る
、
国
内
に
お
け
る
最
前
線
の
考

古
学
的
成
果
の
紹
介
の
み
な
ら
ず
、
本
年
七
月
十
七
日
ロ
ン

ド
ン
に
お
い
て
催
行
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
日

本
協
会
）
主
宰
「
カ
ー
メ
ン
ブ
ラ
ッ
カ
ー
女
子
記
念
講
演
会

二
〇
一
七
」お
よ
び
七
月
二
十
日
ノ
リ
ッ
ジ
・
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー

日
本
藝
術
研
究
所
で
の
、
笹
生
教
授
講
演
「
祭
祀
遺
跡
―
日
本
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の
神
社
と
祭
祀
の
起
源
―
」
の
内
容
と
成
果
が
テ
キ
ス
ト
と
し

て
活
用
さ
れ
、
学
生
各
自
が
研
究
課
題
を
め
ぐ
っ
て
考
察
を
深

め
る
に
あ
た
り
、
新
た
に
広
く
、
異
文
化
（
交
流
）
の
視
点
を

備
え
る
良
き
機
会
と
な
っ
た
。

　

同
・
第
五
限
の
論
文
指
導
で
は
、・
日
本
人
の
動
物
観
―
文

献
か
ら
み
る
、
動
物
に
対
し
て
日
本
人
が
抱
い
て
い
た
精
神
性

の
考
察（
櫻
田
）・
神
郡
の
成
立
に
関
す
る
研
究
―
東
国
の
香
取
、

鹿
島
、
安
房
神
郡
の
景
観
分
析
と
大
和
王
権
の
古
墳
祭
祀
と
の

比
較
考
察（
弘
田
）・
近
世
に
お
け
る
藩
主
の
神
格
化
と
そ
の
歴

史
的
背
景
―
津
軽
藩
四
代
信
政
を
例
に
（
宇
庭
）・
大
嘗
祭
の

意
義
―
「
神
の
坐
」
お
よ
び
「
宿
り
」
の
視
点
か
ら
（
風
早
）

・
獅
子
・
狛
犬
の
成
立
と
史
的
背
景
―
儀
礼
・
楽
と
神
祇

祭
祀
と
の
関
連
を
中
心
に
（
根
岸
）・
中
世
・
近
世
の
墓

と
古
代
の
連
続
性
―
塚
と
古
墳
の
二
次
利
用
を
中
心
に

（
上
野
）・
古
代
・
中
世
の
祭
祀
と
舞
楽
、
そ
の
起
源
と

変
遷
―
春
日
・
住
吉
・
石
清
水
を
例
と
し
て
（
笹
村
）・

 

神
殿
と
支
配
す
る
地
域
と
の
考
察
（
鈴
木
）
と
、
き
わ
め
て
多

岐
に
亙
る
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
を
巡
り
、
笹
生
教
授
の
具
体
的

な
助
言
・
指
導
の
も
と
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
自
由
意
見

の
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
が
蓄
え
た
知
見
を
公
開
し
、

共
有
す
る
有
意
義
な
場
と
な
し
得
た
。
議
論
に
は
ゼ
ミ
の
先
輩

に
あ
た
る
安
藝
・
市
川
両
氏
が
参
加
、
医
学
お
よ
び
考
古
学
の

立
場
か
ら
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。　
　
（
Ｍ
２
・
風
早
）

【
武
田
ゼ
ミ
】

　

平
成
二
十
九
年
度
武
田
秀
章
教
授
の
「
神
道
古
典
研
究
（
演

習
）」「
神
道
古
典
特
殊
研
究（
演
習
）」
で
は
、
西
宮
一
民
編『
古

事
記（
修
訂
版
）』を
中
心
と
し
、「
古
事
記
編
纂
の
意
味
を
探
る
」

と
題
し
て
、
古
事
記
序
文
の
購
読
と
解
釈
に
つ
い
て
討
議
し
た

上
で
、
古
事
記
研
究
史
上
に
於
け
る
解
釈
と
の
比
較
検
討
を
主

に
行
っ
た
。

　

購
読
の
発
端
は
、「
古
事
記
序
文
は
偽
作
で
あ
り
、
本
来
序

文
と
し
て
で
は
な
く
、
上
表
文
と
し
て
の
目
的
を
持
っ
て
い

た
」
と
い
う
三
浦
佑
之
氏
の
研
究
理
解
に
つ
い
て
、
本
当
に
序

文
は
偽
作
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
提
起
を
受
け
た
こ
と
に

よ
る
。
よ
っ
て
、
改
め
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
稀
な
古
事
記
序

文
の
文
章
を
一
つ
一
つ
辿
り
な
が
ら
、「
古
事
記
成
立
に
つ
い

て
」「
天
武
天
皇
の
古
事
記
編
纂
の
云
わ
れ
」「
表
記
方
法
に
つ
い
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て
」
と
い
っ
た
古
事
記
全
体
に
関
わ
る
根
本
的
な
理
解
に
つ
い

て
、
ゼ
ミ
生
全
体
で
記
載
内
容
を
確
認
し
た
。
そ
こ
か
ら
読
み

取
れ
る
解
釈
で
ど
の
よ
う
な
論
が
過
去
の
研
究
に
あ
り
、
そ
れ

を
通
し
て
ゼ
ミ
生
一
人
ひ
と
り
が
感
じ
た
考
え
を
表
明
し
て
討

議
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
。

　

前
期
は
、
西
宮
一
民
編
『
古
事
記
（
修
訂
版
）』
に
記
載
さ
れ

る
序
文
を
も
と
に
全
文
を
購
読
し
、
そ
の
中
で
、
序
文
に
引
用

さ
れ
た
古
事
記
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
も
一
緒
に
触
れ
る
こ
と

で
、
改
め
て
古
事
記
の
本
文
と
序
文
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
よ
っ
て
序
文
は
古
事
記
の
編
纂
の
い
き
さ

つ
、
及
び
表
記
方
法
の
特
殊
性
に
つ
い
て
説
明
す
る
上
で
非
常

に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
表
文
で
は
な
く
序
文
と
し
て
の

側
面
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

後
期
は
、
古
事
記
序
文
と
本
文
の
強
固
な
関
連
の
理
解
を
さ

ら
に
深
め
る
べ
く
、
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
を
も
と
に
、
序

文
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
確
認
。
さ
ら

に
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
編
纂
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
た
小

林
秀
雄
氏
の『
本
居
宣
長
』の
一
部
を
ゼ
ミ
生
全
員
で
輪
読
し
、

『
古
事
記
』
に
つ
い
て
宣
長
が
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
採
っ

て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
宣
長
以
降
の
古

事
記
に
於
け
る
研
究
史
を
解
説
し
現
在
主
流
と
な
る
神
野
志
隆

光
氏
の
古
事
記
と
祭
祀
と
の
関
係
を
否
定
す
る
論
へ
の
再
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
点
や
、古
事
記
学
講
義
に
於
い
て
、

序
文
が
重
視
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
懸
念
を
示
す
場
面
も

あ
っ
た
。

　

ま
た
当
該
授
業
で
は
西
岡
ゼ
ミ
の
学
生
１
名
、
聴
講
生
１

名
、
特
別
研
究
生
２
名
が
参
加
し
、
神
道
学
の
立
場
の
み
な
ら

ず
、
異
な
っ
た
多
様
な
視
点
か
ら
の
講
義
へ
の
発
言
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
２
・
下
山
）

【
西
岡
ゼ
ミ
】

平
成
二
十
九
年
度
は
西
岡
教
授
の
国
内
派
遣
研
究
に
伴
い
、「
神

道
神
学
研
究
Ⅰ
」
の
開
講
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
月
一
回

の
論
文
指
導
演
習
及
び
、
ゼ
ミ
合
宿
は
例
年
通
り
行
わ
れ
た
。

　

尚
、
ゼ
ミ
生
（
後
期
課
程
三
名
、
前
期
課
程
一
名
）
は
阪
本

是
丸
教
授
、
武
田
秀
章
教
授
、
遠
藤
潤
准
教
授
の
演
習
に
て
そ

れ
ぞ
れ
御
指
導
を
賜
っ
た
。

　

西
岡
教
授
の
論
文
指
導
演
習
で
は
、
神
道
宗
教
学
会
、
日
本
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宗
教
学
会
発
表
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
「
山
崎
闇
斎
の
神
学
に

つ
い
て
」「
近
代
初
期
の
神
葬
祭
の
研
究
」「『
日
本
書
紀
』
本
書

と
一
書
に
関
す
る
研
究
」「
宝
暦
事
件
と
竹
内
式
部
に
つ
い
て
」

に
関
す
る
発
表
が
な
さ
れ
、
神
道
古
典
、
神
道
神
学
、
神
道
思

想
史
と
い
っ
た
分
野
及
び
視
点
か
ら
、
各
自
意
見
が
出
さ
れ
、

西
岡
教
授
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
御
指
導
を
賜
っ
た
。

　

本
年
度
の
ゼ
ミ
合
宿
は
九
月
三
日
、
四
日
に
福
井
県
で
行
わ

れ
、
一
日
目
は
幕
末
の
志
士
で
あ
り
、
山
崎
闇
斎
の
学
流
を
汲

む
橋
本
景
岳
の
史
跡
を
中
心
に
福
井
市
内
を
探
索
。
夜
は
ゼ
ミ

生
の
研
究
中
間
報
告
が
行
わ
れ
、
報
告
後
に
は
闊
達
な
議
論
が

な
さ
れ
、
後
、
西
岡
教
授
の
御
指
導
を
仰
い
だ
。

　

二
日
目
は
、
本
年
で
開
山
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
た
勝
山
市
に

鎮
座
す
る
日
本
一
の
苔
庭
と
日
本
最
古
の
石
で
舗
装
し
た
道
を

持
つ
、
我
が
国
有
数
の
古
社
で
あ
る
平
泉
寺
白
山
神
社
を
参
拝

し
、
宮
司
の
平
泉
隆
房
金
沢
工
業
大
学
教
授
よ
り
手
厚
く
案
内

を
し
て
頂
い
た
。

　

白
山
信
仰
は
も
と
よ
り
、
中
世
に
於
け
る
神
仏
習
合
や
、
修

験
道
、
歴
史
的
経
過
に
よ
り
大
き
く
変
化
す
る
神
社
の
境
内
や

建
築
物
に
つ
い
て
実
際
に
見
て
、感
じ
る
事
が
出
来
た
と
思
う
、

さ
ら
に
、
宝
物
館
で
は
同
社
所
蔵
の
「
三
社
託
宣
」
の
掛
け
軸

を
見
せ
て
頂
き
、
神
道
の
道
徳
観
念
が
近
世
に
於
い
て
広
く
享

受
さ
れ
た
事
を
確
認
出
来
た
。
同
社
を
通
じ
、
神
道
史
、
神
道

思
想
史
の
一
端
を
実
地
で
学
ぶ
事
が
出
来
、
充
実
し
た
ゼ
ミ
合

宿
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
１
・
大
貫
）




